巧付けをの職 


从上で取付けは完了しました。 

が下の項目は取巧枠やエアコン本体の落下によるケガの原因となりまずのでわラー度確認してくださし、 

•を部品は所定の巧に正し < 取りがけていますか？ 

参エアコン取が枠に、がたつきはありませんか？ 

参を部のネジは、確実に締まっていまずか？ 

•エアコンは、取巧巧に確実に取り付け百れていまずか？ 

•エアコン巧巧用のクーラー固定ネジ③は、確実に締まってますか？ 

下の項目は雨漏り等で室内に浸水し、家財等を漂らす原因となりまずのでもラー度確認してください。 

参雨漏りの原因となるずを間はありませんか？ 

参パテはすを間な<十分に塗布されていまずか？ 


ごを意 


■戸締まりについて 

台風や暴風雨のとき、また長時間が出するときなどは、エアコンの運転を停止し、 r 戸締まり時手順 J の順序 
で必ず戸閉めを巧ってください。 


■ノンドレン機構について 

このエアコンはを房運乾時のドレン（除湿）水を内部で巧発させ機がに出さない構造になっておりまずのでが 
水処理の必要はありませんが、特に湿度び高い場合（80%於上）にドレン水び背面ドレン排水口か!5室がに 
あふれる場合びありまず。この場合はが水工事を巧ってください。 


■ ドレンエ事の族のご注意 

• ドレンエ事にてドレンを排水ずる場合には、エアコン本がの背面ドレン排水□に付届のドレンホースを取0 
付けてください。 

参ドレンホースは必ず先下がりの巧おになるように、また、先端が水につからないようにしてください。 


•窓を閉める踪には、必ずドレンホースをがしてください。 

■移設時-シーズンをのドレン扫がについて 

移設時やシーズンをエアコンを取りがすときは、エアコン巧部に 
たまったドレン水を室がドレン排水□か5排水してください。 

が水手順 

1. 水受け容器を準備しまず。 

2. エアコン本体底面にあるゴムををかしが水しまず。 

3. 排水が完了した5ゴムをを確実に取り付けてください。 

•本がを取付がか5取〇ぺす際には、必ず本体を取りがず前に、エアコン 
本体のきがドレン排水口から完全に水を巧き取ってください。 

•移設などで取付がを窓から取りがすときは、取り付けの逆の手順で行ってください。 
•エアコン 本体を取りがすときは、しっかりと押さえてください。 


ドレン 



ドレン 
排水 □ 


室がドレンが水 □ 
ロム佳） 


なの大きさや、種類により使用ずる部品び異なるため、あまる部品がありまず。あま 
つた部品は移設時や取りがしのときに必要でずので、大切に保管してください。 


ご不明の点は、お買上げの販売店またはご巧諾客□にお問し1合わせくださし、。 
【ご相諾細】 

/ \イア——ルジヤ/ くン tz ——ルス株式会社 

干 538-0044 大阪巿や巧区谷町 ST 目1ま22号 NK 谷助ビル7階 
TEUOl 20-865-81 2(/\口 — A イア—ル） FAX ：06-6994-7155 
受け時拓ちお日〜金11日(祝日•休日はなく)午前9時〜午後已時 


Haier 

ルームエアコン標準巧付砕 

日\7が—^ちミ¢^ Gg 幸 取付エ串終了を、この r 取付エ辛説明き」とあまった部品は， 
J — i _# p 7 nw 曰 移設時や取りがしのときに必要でずので、大切に巧管して 

<ださい。 


取付けの前に 


•場所を選んでください • 


参騒音にもご配慮を • 

1 工場•海岸•温泉地帯など、特殊な場所で使用さ 
れまずと故巧の原因になることがあります。詳 
しくは、お買上げの販売店にご相談ください。 


1 取り付けにあたってはエアコンの重■に十分耐 
え5れる場所で、騒音や振動が増大しないよラ 
な場所をお選びください。 

2 プ□パン•アセチレンなど、可燃性ガスび漏れ 
るおそれのある場所には取り巧けないでくださ 
い。 


2 エアコンの室が吹出口か6の温風、冷風や騒音 
び、隣家の迷惑にならないよ5なお巧をお選び 
<ださい。 

3 室内側は、吸入口、吹出□の近くに空気の流れ 
を巧げる障害物びなく、部屋全体にを気が行を 
わたる場所に取り付けてください。 


3 エアコンの室が吹出□の近<に物を垣をまずと 
機能低下や騒音増大のちとになりまずので、吹 
出口付近には巧害物を置かないで < ださい。 

4 エアコンか5、テレビやラジオなどのち子機器 
を1の必上雜してください。映なの乱れや、雑 
音が入ることがありまず。 


4 エアコンをご使用中に異常音がずる場合などは、 
お頁上げの販売店にご相談してください。 

L _ J 


L _ J 


•電気工事-アースエ事 • 


電気工事•アースエ事には資格が必要です。詳しくは、お買上げの販売店にご相談<ださい。 
•霉気回路は必ずエアコン専用としてください。 

@アースや漏電遮断器の取り付けについて 

取り付け場所によっては、感おま故を防ぐため、アースエまや漏逗遮断器の取り 
付けび義務づけられていまず。 


^次のようなところには、アース線を絶巧につなびないでください。 


ガス管…爆発や弓 I 乂の危険性があ0まず。 

水道管…プラスチックの部分びあり、アース効果がありません。 
避雷針•電話のアース線…落雷のときに大電流が流れを険です。 













































f 室内俩 j ; ) パネルシ-ル® I 室か側つ 



广用意するエ真 

響き尺（約 2 m ) •が筆 •プラスドライバー 

•コインまたはマイナスドライ/て一（幅広） 

〇または 

參 A ヴミまたはカツター 

または 

<_ J 



部品の巧と各部のちな: 



•八ァ⑨ 

♦雨水が浸入しやずい 
t 巧に使用 

錫 ’i 

ク 

•窓ストッパー③ 

(1 ヶ） 

^ 1 


•ドリリングネジ⑦ 

(6 本： 04 X 12) 

巧ストッパー止め用 2本 
補巧を具止め用 4本 

f ドリリングネジは下穴がな<てち^ 
ネジ巧をあけなが 6 »め付けるこ 
1 とがで定まず。 I 



•木ネジ⑥ 

(4 本： 04 X 20) 

補巧金具止め用か Is ： 


fT 


•粘着テープ® 
に枫 

♦パッキンの合わせ 
部化がけに巧用 



>パネル シール ⑩ 

に本） 

♦ ジャバラゾくネガタつき防止に使用 


参窓用キ ー® 

(1 ヶ） 




•ドレンホース® 

(1 ケ） 





なの大きさや、種類により使用ずる部品び異なるため、あまる部品びありまず。あまった部品は 
巧設時や取りがしのときに必要でずので、大切に保管してください。 


巧巧け 5 れる•巧 


•窓の種類、商さにより取付ちまが異なります。 •窓の開をかは 380 mm な上ぶ要です。 

•窓のち側、左俩どち 5 にち取 0 付けでをまず。 


窓の種類 


〇 

アル S 製窓 
(立ち上びり 7 mml ； Lh ) 


巧 〇 〇 

アルミ数客 木製窓 スチー I レ 窓 

(立ち上がり 7 mm 攻下） 


奇さ® ( mm ) 


8已〇〜1410 


777〜850 


807-880 


8扫〇〜1410 


BM 




取巧手順 


( P 日〜 P 10) 参照 


® アルミサッシのでち上がり 
にネジ止めでをない巧さ 


かつ 




( P 7 〜 P 日)参照 


@アルミヴジシのでち上がり 
にネジ止めでをない巧合 


( P 7 〜 P 8) 参照 


取付手順 
( P 3 〜 P 6) 


取付手順 
( P 3 〜 P 巨) 


( P 9 〜 P 10) 参照 
取が手順 （ P 3 —阳) 


取付手順 
( P 3 〜 P 6) 



スチール製窓 


因 


〇 


§ 


ごを意 


アル5おのち側取付けのとを、ガラス戸巧の 
取っ手部が立ち上びりより 5 mm 从と（ X ホお 
とび出している場合や y 寸法が 5 mm じ I 下の 
場合は、戸締めがでさません。その場合は、 
左側取巧けとしてください。 



■据付場所を選ぶ 


■冷風吹出□前方に障害物びな<、部屋全体に冷気びゆをわたる場所。 

■室が側の風通しがよく、背面か 5 出る温風がこも 5 ない堤所。 

■窓が強固で振動の伝わりにくいお巧。 

■雨といの直下は避け、吹を巧りなどにより窓か S 雨水び侵入しない場所。 
■背面からの温風が隣家の窓に吹をつけたりせず、また騒音の伝わりにくい場所。 
■可燃性ガスのちれる恐れのない場所。 


騒音時にもご配慮を 

1) 据え付けにあたってはウインドエアコンのま呈に十分耐える場所で、運お音や振動び増大しないような場所を 
お選 < ださい。 

2) ウインドエアコンのまが側吹出□からの温風や厘音が隣家の遂飘こならないような巧所をお還びください。 

3) ウインドエアコンの室か側吹出口の近くに物を置きまずと、機能お下や届を増大のもととなりまずので吹出口 
の付近には、障害物を置かないで< ださい。 

4) ご使用中、異常音がずる*合はお買いあげの販売店にご相談ください。 
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取付手順 • 「ち側取付け J を S 準にお明していをまず。 •！ 〜6の順に作業しまず。 


ち俩取付を昼準に説明していきまず。 


アルミ製窓（立ち上がり 7 mml ； Lb ) で、 
窓高を S 已〇〜1 41 0 mm ①堤合は 


1へ 


それながの場合は、 P 7® 又は P 9® へ 


P3 11 な日 Eatlt 1へ戻る 


a 枠の取付け _ 

•ガラス戸が、梓にあたちず完全に閉まるごとをお認してください。 

•締付けネジ（已力巧）をコインまたは、マイナスドライ/て一を使ってしっかりと増し締めしてくださし、 


0上部締付ネジ ® を締める 
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取付手順つづを 


岛 窓ストッパーの取付け 


r ち測取巧け」の場合は取付枠の左側に（下図参お） 
「を側取がけ」の巧合は取が粹の右測に取りがける。 


ち側巧付けの場合 



P 窓ストッパー③を倒して、パッキン（戸側）①と 

なストッパー③のちが当たる部分に切り込みを入れまず。 




おストッパー <D 

参鉛筆で目巧となる綜をつけてから、八サ5またはカッターで切り込みを入れまず。 


〇切り込みを入れたお、窓ストッパー③を倒して、 
パッキン（戸側）のの内側へ入れます。 


切り込み部分 




>切り込み部分からパッキン（戸側）①を窓ストッパー③①外側へかぶせまず。 
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〇 パネルシールを貞ちる_ コ回 パテ詰ゆ 


パネルシール®をジャパラパネルの寸ミ去 （ e 寸渐にあわせ 
て切断し、下図のよラに差し込みまず。 

(ジャバラバみ的山の 间頂が 巧一 
になるよラに してぐださい。） 


バネル 


シール ⑩ 


ジャパラ 
パネル⑩ 


3 K 取巧ち寸ま【ルさし々 i ^) によつては 
パネ J レシールび不要となりまず。 



窓枠と巧付枠 D すき間か5雨水び信入しないように J てテ感 
を詰めまず。 



^?樹こ下部のパテ語めはしっかり 
巧って < ださい。 


パテ⑤ 


その他の苗所で取付巧と 
窓将との間にずき間があ 
る場をは、子の部分にち 
パテ⑨を詰めて < ださい。 


回 エアコン本体の取付け 


1取付巧にエアコン下部び巧き 
■ 当たるまで入れ、取付巧下部 
の凸部にエアコン底部の凹部 
を載せまず。 



P エアコン本体の上部を巧して、 
仮固定します。 



•巧実に巧かつているか確かめてくださし、。 
♦エアコン本がレバーを下に強く巧ずと、 
エアコン本化び取付みか6がれまず。 


つ クーラー固定ネジ③で取付枠に 
エアコン本体を固定します。 


必ず取り付けてください 


クーラー 固をネジ③ 



エアコン運巧時 • 戸締まり時手順 


エアコンを運転ずるとさ 


1 . 窓ストッパー③を出して 
<ださい。 

巧ストッパーを矢®方向笛が 
俩）に化しまず。 



2. パッキン（戸側）①を窓ストッパー③の州則に出してください。 


切り込み部分か5か側こかぷせ 
まず。 



〔エアコンを停止して、ガラス戸を閉めるとき） 


1 . 窓ストッパーを入れてください。 

ガラス戸を亂ブて巧ストッパー②をパッキン（戸側）① 
か5かし巧胡方向（ま巧側）に入れまず。 



ご.ガラス戸を閉め、窓の楚をかけてください。 
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◎ アルミサッシの 2 ち上がりにが止めでまなし、場を 巧の取り付けが終わりました百『取付手呪 



S バッキンの切断へおをみください。 


0枠を補助金具に取り付ける 


■ガラス戸が枠に当た5なく完全に閉まることを確認してください。 
取がけは P r ® 付手順」の1枠の取り付けを参照してください。 


アル S 窓 


木製窓 


鉄製窓 


補助を具⑩ 


補助を具⑩ 


巧巧を具⑩ 





下孤巧付ネジ⑥ 


麗 

M 


下が巧付ネジ⑥ 


下部府付ネジ⑥ 


巧齢具⑩ 
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i ) 巧が窓に入 3 ない場を 巧の取りけけがおわりました百「取付手腕の2パッキンの切断へお進みく ださい。 


I ■ジャパラパネルの取りがし 


1.上枠のネジ（どち5か片測）己 
本を取0がし、中央部締付けネ 
ジ⑥をゆるめて上巧を下へスラ 
イドをせまず。 


嫁取りがしたネジは、をで必要 
なので、な<さなし、でくださし、 
《中央部締巧けネジ®はがさな 
いで<ださい。内部の部品が 
外れるおそれびありまず。 



2ジャバラパネル⑩を横 
ヘスライドさせ、がし 
ます。 


^ジャパラパネル®は使用 
時の風音などを軽減する 
たゆに、枠との密着度を 
上げて固めに設計してお 
日ます。 



0窓の高さに合わせ巧のいずれかの方法に従って作業してください。 


なの苗さ777〜 787 mm (アルミ*)場台 


1 . ル窓シール⑩を貼り付けまず。 

ルおシール⑩ 



2. 上おを引き上1巧：上巧辅8&^^にネジ止め （2 本) 
します。 



巧の高さ787〜目 07 mm ヴルミ製）場合 


1. ジャパラパネル⑩を 
3山分切断しまず。 




ジャパラ 
パネ JUS ) 


3. 上がを引さ上げて上粹捕 
助巧にネジ止め （2 本） 
しまず。 

上粹補助な 



おの奋さ807〜850 mm ヴルミ製）巧る 



回下部取付金具の取り外し 


ネジ巧本) 



※下部取が金具-ネジはをで必要なので、 
な < さないで < ださい。 


回 枠をはめ込む 


上がをヴツシに差し込み下がを室が側 
か5室内側へ矢げのように引さ入れて 
下のヴツシの立ちに載せまず。 



Q 下部取付金具をはめ込む 

回でがした下部取巧金具を矢巧のよ 
弓に入れまず。 



下部取付を具 
(3 で外したを具) 



B 下部取付金具をネジ止めずる 

回でべした下部取付金具を、同じく3でがした 
ネジで止め、がをおの端へませまず。 


ネジ （2 本) 



取り付け方は、 质倘順 1) へ 
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